
藻場保全活動範囲の藻場の経緯
【参考資料】

調査報告書・文献等による整理



１ 概要

◇日本海側の藻場消滅（２０１３年）

【２０１４.１.７ ８月下旬以降に発生した異変】

（山口県水産研究センター作成資料）

〇２０１３年９月末までに全ての付着器だけを残して流出

〇日本海沿岸域は、見島以外の全ての藻場は壊滅的な状況

〇仙崎湾に位置する青海島をはじめ、浜に大量の寄り藻発生

〇聞き取り情報においても「かなり深刻」

２０１３年９月末までに保全活動範囲の藻場は流出

下記事項を対策
・２０１４年から、県で種苗（単年生藻類）を大量生産し、漁業者に配布
・藻場保全活動団体を活用して、多年生藻類の母藻投入や稚苗投入
・２０１８年から２０１９年にかけ、仙崎地区や小島地先を含む８地先に核藻場
を造成
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（山口県水産研究センター作成資料）
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藻場保全活動海域
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